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１．センター長挨拶 
 

原虫病研究センター長 鈴木 宏志 
 
私どもの研究センターは、原虫病に関する総合的研究を行い、我が国のみならず、

アジア、アフリカ、南米などの開発途上国との学術国際協力により、動物資源として

の畜産の振興と人類の健康と福祉の維持・向上に学術的貢献を果たすことの目的に

平成 2 年度に設立されました。以来、我が国の獣医・畜産系大学では唯一の原虫病

に関する研究拠点として、学内外の研究者との共同研究を積極的に推進して参りま

した。これらの活動を通じた最近の動きとしては、平成 19 年の国際獣疫事務所（OIE）
のリファレンスラボラトリーとしての認定、翌20年の同じくOIEのコラボレ―ティングセ

ンターとしての認定、および平成 21 年に文部科学省から「原虫病制圧に向けた国際

的共同拠点」として共同利用・共同研究拠点に認定されたことが挙げられます。 
また、当センターの特徴のひとつとしては、平成 7年から国際協力機構（JICA）と共

同で継続的に実施している開発途上国の研究者・技術者を対象とした 11カ月間の上

級専門家育成トレーニングコースが挙げられますが、このトレーニングコースの修了

生が 200名近くに達したことを契機に、平成 24年度から本トレーニングコース修了者

を対象に共同研究員として 6～12 カ月間雇用するプログラムを開始致しました。これ

は、当センターで教育・研修を受け、本国に戻った研究者・技術者からの研究提案を

受けて共同研究員としての雇用の採否を決する形で実施しており、人材育成はもとよ

り、本国では実行が困難な研究テーマの芽を育成、推進を具現化する新規の共同研

究プログラムとしても注目されるところです。また、平成 24 年度には、女性教員およ

びテニュアトッラック教員をそれぞれ 1名ずつ採用して研究基盤の拡大を図るとともに、

（株）白寿生科学研究所の寄付講座を開設するなど産学連携にも努めてきたところで

す。今後ともに関係の皆様からのご批判、ご提言を賜り、当センターの研究体制の改

善、向上、および研究の発展のために努めていく所存でございます。年報の発行にあ

たり、今後ともご指導、ご鞭撻を賜りますよう心からお願い申し上げます。 
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２．沿革 

 
Ⅰ. 原虫病細胞免疫研究室（1983-1990） 
1984 年 4 月 特別施設として「原虫病細胞免疫研究室」が家畜生理学講座 

（鈴木 直義 教授）内に新設（原虫病研究センターの前身） 
 
Ⅱ. 原虫病分子免疫研究センター（1990-2000） 
1990 年 6 月 文部省令による学内共同教育研究施設（2000 年 3 月 31 日までの

時限施設）として原虫病分子免疫研究センター設置 
分子免疫学分野新設 

1992 年 4 月 細胞病態生理学分野（客員研究分野）新設 
1993 年 6 月 研究棟新設（462 m2）、特殊実験動物室（Ｐ１～Ｐ３安全基準完備

室）、原虫株大規模凍結保存室設置 
1995 年 4 月 耐病性遺伝子工学分野新設 
1997 年 4 月 節足動物衛生工学分野新設 
1997 年 11 月 研究棟増設（970 m2） 
 
Ⅲ. 原虫病研究センター（2000～現在） 
2000 年 4 月 全国共同利用施設原虫病研究センター設立。 

先端予防治療学分野と高度診断学分野の新設 
2002 年 3 月 研究棟増設（1,730 m2） 
2002 年 10 月 「21 世紀 COE プログラム」に選定 
2003 年 4 月 特定疾病分野、食品有害微生物分野、大動物巡回臨床分野の新設 
2005 年 4 月 進化生物学分野、遺伝生化学分野、国際獣医疫学分野の新設 
2006 年 3 月 研究棟増設（1,520 m2） 
2007 年 6 月 OIE（国際獣疫事務局）リファレンスラボラトリー 
 （ウシバベシア病およびウマピロプラズマ病：五十嵐 郁男、スーラ

病：井上 昇）に認定 
2008 年 5 月 OIE コラボレーティングセンターに認定（原虫病分野では世界初） 
2009 年 6 月 共同利用・共同研究拠点 

「原虫病制圧に向けた国際的共同研究拠点」に選定 
2012 年 11 月 寄付講座「生命平衡科学講座（白寿）」を開設 
2013 年 3 月 テニュアトラック普及・定着事業による地球規模感染症学分野の新

設 
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３．歴代センター長 

 
原虫病細胞免疫研究室（家畜生理学講座内） 
1984 年 4 月～1990 年 5 月 鈴木直義 教授 
 
原虫病分子免疫研究センター（学内共同利用施設・2000 年 3 月までの時限付） 
1990 年 6 月～1995 年 3 月 鈴木直義 教授 
1995 年 4 月～1996 年 3 月 斎藤篤志 教授 
1996 年 4 月～1998 年 3 月 豊田 裕 教授 
1998 年 4 月～2001 年 3 月 見上 彪 教授 
 
原虫病研究センター（全国共同利用施設・2010 年 3 月までの時限付） 
2001 年 4 月～2002 年 1 月 長澤秀行 教授 
2002 年 2 月～2010 年 3 月 五十嵐郁男 教授 
 
原虫病研究センター 
（共同利用・共同研究拠点「原虫病制圧に向けた国際的共同研究拠点」） 
2010 年 4 月～2014 年 3 月 鈴木宏志 教授 
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４．原虫病研究センターの意義 

 
 原虫病研究センターは我国の獣医・畜産系大学で唯一の家畜原虫病に関する研究

拠点として、大学ならびに他省庁との研究連携により、人獣共通感染症としての原虫

病の制圧と、家畜生産性向上による蛋白質資源の確保に努め、我国はもちろん、世

界人類の健康福祉に学術的貢献をなし得る原虫病に関する総合研究を行うことを目

標としている。 
 生命科学研究の重要性が高まるなか、世界の死亡者の 3分の 1は原虫病をはじめ

とする感染症によるものであり、診断・予防・治療法の確立による感染症対策が重要

かつ緊急課題として世界先進国首脳会議等で議論されている。また、世界食糧サミッ

トで提唱されているように、飢餓・栄養不良の撲滅と食料安全保障の観点からも、原

虫病研究の推進による家畜生産性の向上は世界の重要課題である。本センターは、

これまで、原虫病に関する総合研究をおこない、動物資源としての畜産の振興と人類

の健康福祉に貢献する国際的業績を挙げてきた。このような社会的背景およびこれ

までの基礎研究成果を基盤とした応用開発研究を推進し、社会貢献する。 
 本センターは海外との学術国際協力を重視し、すでにドイツとは長く国際共同研究

をおこない、隔年毎に両国で開催される日独原虫病シンポジウムおよび同シンポジ

ウム開催の母体である日独原虫病協会において中心的役割を果たしている。これま

でに欧米および開発途上国から本センター（および前身の研究室）に 500 名以上の

研究者が短期間あるいは長期間本センターに滞在し、教育研究に参画した。学術の

国際協力の面から本センターにおける日本人および外国人研究者受入れによる相

互の研究協力は極めて重要な意義を持ち、とくに研究の場を介する国内外の若手研

究者および学生の高度人材育成は本センター設立の基本概念に合致している。 
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５．組織および構成員 

① 組織 

 

 
  

センター長

原虫病研究セン

ター協議会

国際連携協力部門

感染病理学分野

高度診断学分野

先端予防治療学分野

共同利用・共同研究拠点係研究支援課長

ゲノム機能学分野

感染免疫研究部門

節足動物衛生工学分野

生体防御学分野

原虫病研究セン

ター運営委員会

診断治療研究部門

国際獣疫学分野

国際監視学分野

地球規模感染症学分野
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② 構成員 

センター長 鈴木 宏志 
 
感染免疫研究部門 
 節足動物衛生工学分野 
  教授 井上 昇 
  准教授 福本 晋也 
 生体防御学分野 
  教授 玄 学南 
  准教授 西川 義文 
 ゲノム機能学分野 
  教授 鈴木 宏志 
  助教 白藤 梨可 
診断治療研究部門 
 高度診断学分野 
  教授 五十嵐 郁男 
  教授 横山 直明 
 先端予防治療学分野 
  教授 河津 信一郎 
  教授 井上 昇（兼任） 
 感染病理学分野 
  准教授 五十嵐 慎 
国際連携協力部門 
 地球規模感染症学分野 
  特任准教授 加藤 健太郎 
 国際監視学分野 
  教授 五十嵐 郁男（兼任） 
  教授 井上 昇（兼任） 
 国際獣疫学分野 
  特任研究員 Maria Shirley 
  特任研究員 COMPAORE Kiswendsida Abdou Muller 
  特任研究員 Thillaiampalam Sivakumar 
  特任研究員 BADOLO Athanase 
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客員教授 
 嘉糠 洋陸 東京慈恵会医科大学医学部教授 
 北 潔  東京大学大学院医学系研究科教授 
 杉本 千尋 北海道大学人獣共通感染症リサーチセンター長・教授 
 辻 尚利 （独）農業・食品産業技術総合研究機構動物衛生研究所 
   動物疾病対策センター・生物学的製剤製造グループ長 
 藤﨑 幸藏 （独）農業・食品産業技術総合研究機構フェロー 
 
特任研究員  正谷 達謄 
特任研究員  岡田 只士 
特任研究員  林田 京子 
技術専門職員  幅口 剛 
技術補佐員  進藤 愛 
事務補佐員  成田 真琴 
 
平成２５年度・共同研究員（五十音順・敬称略） 
 筏井 宏実 北里大学獣医学部講師 
 池原 譲 産業技術総合研究所糖鎖医工学研究センターチーム長 
 今井 壮一 日本獣医生命科学大学獣医学部教授 
 小野 憲一郎 日本動物高度医療センター学術部門長 
 乙黒 一彦 北里大学北里生命科学研究所熱帯病評価センター長 
 片倉 賢 北海道大学大学院獣医学研究科教授 
 川合 覚 獨協医科大学医学部准教授 
 小島 直也 東海大学糖鎖科学研究所教授 
 後藤 康之 東京大学大学院農学生命科学研究科准教授 
 小原 潤子 北海道立総合研究機構畜産試験場研究主査 
 斎藤 あつ子 兵庫医療大学薬学部教授 
 櫻井 達也 北海道大学大学院獣医学研究科助教 
 七里 元督 産業技術総合研究所健康工学研究部門研究員 
 白砂 孔明 自治医科大学分子病態治療研究センター助教 
 鈴木 穣 東京大学大学院新領域創成科学研究科准教授 
 高島 康弘 岐阜大学応用生物科学部准教授 
 田仲 哲也 鹿児島大学共同獣医学部准教授 
 永宗 喜三郎 国立感染症研究所寄生動物部室長 
 原島 秀吉 北海道大学大学院薬学研究院教授 
 平田 晴之 酪農学園大学獣医学部准教授 
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 松尾 智英 鹿児島大学共同獣医学部准教授 
 横山 峯介 新潟大学脳研究所教授 
 吉田 栄人 金沢大学医薬保健研究域薬学系教授 
 度会 雅久 山口大学大学院連合獣医学研究科教授 
 Sathaporn, J. Kasetsart University, Assoc. Prof. 
 Stefan, K. Loyola University Chicago, Assist. Prof. 
 Carlos E. S. USDA, Research Molecular Biologist 
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６．研究活動 

① 分野別研究活動 

節足動物衛生工学分野 教授  井上 昇  
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節足動物衛生工学分野 准教授  福本 晋也  

 

 
  



12 
 

生体防御学分野  教授  玄 学南  
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生体防御学分野  准教授  西川 義文  
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ゲノム機能学分野  教授  鈴木 宏志  
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ゲノム機能学分野  助教  白藤 梨可  
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高度診断学分野  教授  五十嵐 郁男  
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高度診断学分野  教授  横山 直明  
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先端予防治療学分野 教授  河津 信一郎  
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感染病理学分野  准教授  五十嵐 慎  
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地球規模感染症学分野 特任准教授  加藤 健太郎  
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② 平成 25 年度学術賞などの受賞者 

専任教員 
 

該当者なし 
 
 
博士課程学生 
 
該当者なし 
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③ 共同利用・共同研究課題の概要 

 課 題 名 研  究  概  要 

1 

フィリピンの家畜動

物における住血性病

原体の分子疫学調

査 

原虫を含むベクター媒介性住血性病原体は感染動物に消耗性慢性疾患

を引き起こし，世界中で畜産界に多大な被害を与えている。現在のとこ

ろ，そのほとんどが有効な治療薬やワクチンがない。また，十分な診断技

術が世界に普及しておらず，その蔓延実態が不明な国は多い。本研究で

は，我々が確立した手法を用いて，フィリピン，とくにセブ島を中心とする

家畜動物における住血性病原体（バベシア，タイレリア，トリパノソーマお

よびアナプラズマ）の分子疫学調査を実施する。 

2 

マダニの鉄代謝にお

けるフェリチンの役割

について 

マダニにとって必須の生存基盤が宿主動物からの吸血・消化にあり、血

液消化産物中に含まれるヘモグロビン由来のヘムやトランスフェリンから

大量の鉄分子がマダニ体内に放出される可能性が考えられる。申請者ら

はマダニ体内で鉄代謝の重要な役割を担うことが予想されるフェリチンの

特性について調べたところ、マダニの吸血や産卵において、フェリチンは

鉄分子の供給や鉄分子の毒性に対して、制御的役割を果たす必須な分

子であることを見出し、詳細な解析を進めているところである。そこで、本

共同研究では、鉄をマダニに投与し、マダニ体内の鉄に対するフェリチン

の影響を調べ、フェリチンの鉄代謝における役割について明らかにするこ

とを主要目的とした。 

3 

ヒトデ由来サポニン

類を標的とした抗原

虫活性物質の探索 

サポニンとはステロイドまたはトリテルペノイド配糖体の総称で、棘皮動

物（特にヒトデやナマコ）は多様なサポニン類を含むため、機能性サポニ

ンの探索源として有望である。研究代表者および研究分担者はヒトデ類

（マヒトデ、イトマキヒトデ、フサトゲニチリンヒトデなど）から調製したサポ

ニン粗精製物をマウスに注射すると、マウスがトキソプラズマ原虫に対し

て耐性（抗トキソプラズマ活性）を示すという暫定的な結果を得た。そこ

で、本研究では抗トキソプラズマ活性を示すサポニンの単離・精製を試み

た。 

4 

イヌバベシア原虫の

ゲノム解析 

Babesia gibsoni は宿主であるイヌの赤血球に寄生することでイヌバベ

シア症を引き起こす。感染によりイヌは貧血、黄疸、血色素尿などの症状

を呈し、死に至る場合もある。その治療にはジミナゼン等が使用されてい

る。しかしながら、副作用が強いことや耐性株の出現などの問題点が指

摘されている。また、効果的なワクチンも開発されていない。そこで本研

究では、未だ報告のない B. gibsoni の全ゲノム配列を決定し、有効な

治療法や組換えワクチン開発に資する情報基盤の確立を目的として解析

を行う。 

5 

バベシア感染に伴う

抗赤血球抗体の産

生とその機能 

イヌやウシのバベシア症においては、自身の赤血球に反応する抗体が産

生されることが古くから知られている。このような自己抗体はバベシア症

と自己溶血性免疫性貧血との鑑別を困難にするだけでなく、自己抗体に

よる赤血球の破壊そのものがバベシア症における貧血の病態に関与して

いる可能性が指摘されてきた。しかし、これまで自己抗体と溶血・貧血と

の関わりを実験的に証明した例はない。申請者らはマウスに Babesia 
rodhaini を感染させることで短期間のうちに抗赤血球抗体を誘導できる

ことを見出している。本研究ではこのマウスモデルを用い、バベシア感染

に続発して誘導される抗体が生体内で実際に溶血性貧血を起こすか否

かマウスモデルを用いて実験的に検証する。 
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 共同利用・共同研究課題の概要・続き 

 課 題 名 研  究  概  要 

6 

マラリア原虫感染症

に対する高脂血症治

療薬プロブコール等

の血中ビタミン E 濃
度に影響する薬物の

効果に関する研究 

マラリア感染症は世界で  100 カ国以上にみられ、世界保健機関

（WHO）の推計によると、年間 3～5 億人の罹患者と 150～270 万人

の死亡者があるとされている。マラリア感染に対する治療や予防にはクロ

ロキンを始めとした投薬が行われるが、強い副作用があること、クロロキ

ン耐性のマラリア原虫の存在などのため、現在も治療薬、治療法の開発

が行われている。一方、ビタミン E の欠乏がマラリア感染症状を抑制す

ることが知られていたが、ビタミン E は様々な食物に含有されており、治

療の目的のためにビタミン E の欠乏を利用することは困難であると考え

られていた。しかし、ビタミン E 減少効果を有する薬物を使用すれば、マ

ラリア発生地域への渡航者への予防投与や、感染時のビタミン E 欠乏

食との併用、マラリア治療薬との併用によるクロロキンなどの治療薬の減

量などの効果が期待できる。 

7 

ミコフェノール酸をリ

ード化合物とした原

虫  IMPDH 特異的

阻害剤の研究開発 

原虫感染症は畜産・獣医学領域のみならず、医学領域においても甚大な

被害を与えている。根本的な原虫病の撲滅のためには、原虫独特の生

活環の解明と、優れた抗原虫薬の開発が求められる。本研究では原虫

のイノシン一リン酸脱水素酵素（IMPDH）の酵素学的性質及び構造が、

ヒトのそれと大きく異なる事に着目し、原虫 IMPDH 特異的阻害剤の創

製を目的する。まず、ヒト及びクリプトスポリジウム原虫の組換え IMPDH 
を調製する。次にヒト IMPDH 阻害剤であるミコフェノール酸（MPA）の誘

導体をデザイン合成し、得られた MPA 誘導体の IMPDH 阻害活性を

測定する。それら構造活性相関の結果を、原虫 IMPDH 特異的阻害剤

の新規開発に繋げる。 

8 

非感染性ウイルスベ

クターを用いた新規

三日熱マラリアワク

チンの開発研究 

【研究目的】 非感染性ウイルスベクターシステムである Baculovirus 
Dual Expression System (BDES)は、CMV プロモーターとポリヘドリン

プロモーターを連結することによりワクチン抗原をバキュロウイルス表面

にディスプレイさせ、さらに哺乳類細胞で発現させることができる新規ワク

チンプラットフォームシステムである。我々はこのシステムを用いて、三日

熱マラリア(Pv)の各ステージに対応するスペクトルの広い、より効果的な

マルチステージワクチンの開発研究を行う。 
【趣旨】 本共同研究で使用する BDES は三日熱マラリアだけでなく、家

畜や家禽の原虫病や感染症にも応用可能であるため、帯広畜産大学と

の本共同研究は動物用ワクチン開発のプロジェクト研究を提案する契機

となる。 
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 共同利用・共同研究課題の概要・続き 

 課 題 名 研  究  概  要 

9 

次世代シークエンサ

ーを用いたトキソプラ

ズマ感染脳細胞にお

けるトランス 

クリプトーム 

トキソプラズマは細胞内寄生性原虫であり、慢性感染時においては脳内

に存在することが知られている。脳内でトキソプラズマはミクログリア、ア

ストロサイト、ニューロンに感染し、シストを形成して神経系障害を引き起

こすことが知られているが、その発症の詳細なメカニズムについては解明

されていない。我々はこれまで、トキソプラズマに感染させたマウスの脳

のトランスクリプトーム解析を行っている。その結果、トキソプラズマの感

染によって、マウス脳内では免疫に関与する遺伝子発現、特にケモカイ

ンの発現が増加し、神経系に関わる遺伝子発現が低下するという結果を

得ている。しかしながら、トキソプラズマの感染によって遺伝子発現が変

化する細胞種の同定はできていない。また、トキソプラズマは宿主細胞の 
TLR を介して免疫のシグナルを伝えることが報告されているため、トキソ

プラズマは宿主細胞に発現する TLR やケモカインレセプターを介して、

免疫反応を惹起し、神経系機能の変化を及ぼすことが予想される。本研

究では、トキソプラズマ感染で引き起こされる神経系障害に関与する宿主

因子、原虫因子の機能の解明とその発症メカニズムを明らかにすること

を目的とする。 

10 

日本各地におけるク

リプトスポリジウム症

の疫学調査 

クリプトスポリジウム属は脊椎動物の消化管に寄生して下痢を引き起こ

す。20 日齢以下の子牛はクリプトスポリジウムに感受性が高く、下痢症

が慢性化した場合、有効な治療薬がないことから重度の栄養不良と代謝

性アシドーシスを呈して死亡する例もある。牛寄生のクリプトスポリジウム

には、小腸粘膜に寄生する Cryptosporidium parvum と、第 4 胃粘膜

に寄生する C. andersoni に加えて他 5 種の報告がある。特に C. 
parvum は家畜やヒトの下痢症の原因となる人獣共通感染症として公衆

衛生学的にも重要である。クリプトスポリジウム症が畜産業に与える経済

的損失は甚大であるため有効な治療薬および消毒法の開発が急務であ

る。これらの研究開発には、各地域のクリプトスポリジウムの流行種およ

び遺伝的多様性について正確な情報を得ることが第一に求められる。し

かしながら、我が国において疫学調査は十分に実施されていない。そこ

で、本研究では日本各地から子牛の下痢便を採取し、各地域のクリプト

スポリジウムの遺伝的多様性の有無について調査することを目的とす

る。 
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 共同利用・共同研究課題の概要・続き 

 課 題 名 研  究  概  要 

11 

マダニの血液消化や

栄養等のシグナル伝

達経路に関する活性

化メカニズムの 

解析 

マダニは、獣医学・医学上重要な外部寄生虫であり、吸血時に病原体を

媒介するベクターでもある。畜産物の生産性向上を目標とし、マダニとマ

ダニ媒介感染症の制御のため殺ダニ剤によるマダニ対策が講じられてい

るが、不適切な使用（低濃度・頻回多用など）により抵抗性を獲得したマ

ダニの出現が世界的に問題となっている。そのため、抵抗性の出現にも

配慮した効果的なマダニ防除法の開発が重要な課題となる。マダニの生

活史上、個体群維持に必須である雌成ダニの産卵プロセスは、血液消化

による栄養の摂取、1 個体あたり数千個にも及ぶ大量の卵形成と産出の

過程で構成される。また、バベシア等の病原体は介卵伝播することから

も、マダニとマダニ媒介病原体の制圧のために解明すべき生命現象の一

つであり、その生理現象の分子論的理解は上記課題を解決するトピック

の一つと言える。マダニの産卵数は、吸血血液の「量」に依存することが

以前から知られているが、申請者らはその『質』（血液の構成成分）につ

いても考察を加えるべきであると考えている。そこで本研究では、申請者

が既に確立した人工吸血法（Hatta et al., 2012; Parasit Vectors 5: 
263.）を応用し、中腸臓器における血液消化分子ネットワークや、卵黄タ

ンパク質前駆体合成に関連する  Target ofrapamycin（TOR）経路

（Umemiya-Shirafuji et al., 2012; Int J Parasitol 42:991-998.）シグナル

伝達の活性化メカニズムの解明を図るべく、複数種の血液溶液を人工吸

血させたマダニの血液消化や産卵に関わる表現型について評価すること

を目的とした。 

12 

マラリア原虫感染赤

血球がマウス妊娠機

構に及ぼす影響 

マラリアは世界の 3 大感染症の一つに挙げられ，妊婦がマラリアに罹

患した場合は症状が重篤化する。妊婦がマラリアに罹患した場合，通常

の感染に比べて重度の発熱や貧血が起きることに加え，胎児の子宮内

死亡・低体重・未熟児出産などが誘発され，その要因として胎盤にマラリ

ア感染赤血球が集積することが考えられている。しかし，マラリア原虫が

どのような機構で母体および胎児に悪影響を及ぼすのか，妊娠時特異的

に重篤化する機構は分かっていない。本研究では，胎盤の構造が霊長類

よりもヒトと類似しているマウスを用いて実験解析モデルを確立し，妊婦

のマラリア罹患症状を克服することを最終目標とし，マラリア原虫感染に

よる妊娠母体・胎仔への影響を生体レベルで理解することを目指す。 

13 

東南アジアの住血吸

虫症の新規診断法

開発のための抗原解

析 

東南アジアや中国に分布し問題となっている日本住血吸虫症およびメコ

ン住血吸虫症について、有病地での使用に有効な診断法の開発が望ま

れている。しかしながら現在我々が使用している虫卵粗抽出物を抗原とし

た免疫診断法は感度が高いものの抗原の供給が限られるため一般化に

は限界がある。本研究は、本症検査に好適な標的分子であることが期待

される抗原について、その性状やアミノ酸配列、さらに遺伝子配列などの

解析を進め、本症診断に応用することを目的とする。さらには、有用な抗

原候補分子について組替え体抗原を作製し、免疫クロマトグラフィ―法

（ICT）の開発につなげていきたい。 
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 共同利用・共同研究課題の概要・続き 

 課 題 名 研  究  概  要 

14 

バベシア原虫メロゾ

イトの赤血球遊出・

滑走・侵入に関わる

カルシウムイオン動

態のライブイメージン

グ解析 

バベシア原虫はアピコンプレクサ門に属し、ウシなどに感染し家畜に多大

な経済的損失を与える住血原虫である。マラリア原虫やトキソプラズマ原

虫等、同門の原虫は宿主細胞からの脱出や侵入にカルシウムイオン（Ca 
2+）を利用していることが知られている。申請者はウシのバベシア原虫 B. 
bovis において緑色蛍光タンパク(GFP)を発現する原虫を作出し、同原虫

メロゾイトが赤血球より遊出し、滑走運動を行いながら新たな赤血球に侵

入する様子を撮影することに成功した。しかしながら、バベシア原虫にお

いてメロゾイトの宿主赤血球への遊出・滑走・侵入における Ca 2+の役割

はほとんど明らかとなっていない。本申請課題ではバベシア原虫の宿主

赤血球への遊出・滑走・侵入における Ca 2+の役割を明らかにすることを

目的としている。 

15 

ヒトバベシア症の診

断法の開発研究 

本研究においては、五十嵐郁男教授らが開発したバベシア診断法

（BmSA1 を用いた抗体検出クロマトグラフィー法/ELISA 法、LAMP 法
など）の実用性について、研究代表者が有する試料、新たに入手した試

料などを用いて詳細な検討を行う。また、研究代表者らは、各遺伝子型

の主要抗原のクローニング/同定を進め、五十嵐郁男教授らのグループ

は、同定された抗原について、抗体または抗原検出クロマトグラフィー法

や ELISA 法などへの適応可能性ついて検討を行う。本研究は、以上の

研究を行うことにより、より実用性の高いヒトバベシア症の診断法を確立

することを目的とする。 

16 

北海道十勝地方に

棲息する野生鳥獣の

腸管寄生性原虫相

調査 

十勝地方には野鳥を始めとする多彩な野生動物が生息し、それらの野生

動物に多くの原虫寄生虫が感染していることが分かっている。特に、腸管

寄生性の寄生虫は、家畜感染レゼルボアとなっている可能性が高く、そ

の実態についての理解が必要である。今回の研究は、原虫病研究センタ

ーの福本晋也准教授により住血原虫相の調査のために集められた十勝

地方の鳥獣検体を用い、その腸管から腸管寄生虫を含む糞便検体を採

取することで、感染原虫のより総合的な研究を行うことを目的とする。ま

た、申請者の所属する国際家畜感染症防疫研究教育センターで稼働す

る次世代シークエンサーにより、網羅的な手法によって新種の原虫因子

を発見することを目的とする。 
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 共同利用・共同研究課題の概要・続き 

 課 題 名 研  究  概  要 

17 

抗生物質など天然由

来化合物の抗バベシ

ア活性評価と新規治

療•予防薬への応用 

北里大学北里生命科学研究所熱帯病評価センター（以下、北里大学）で

は微生物代謝産物などの天然物を創薬資源として in vitro、 in vivo の
抗マラリアおよび抗トリパノソーマ原虫活性物質を探索している。今まで

に数百余種の化合物について抗マラリアおよび抗トリパノソーマ活性を見

出しており、一部の化合物はリード化合物として種々の誘導体を作成し創

薬研究を行っている。動物の neglected disease の一つとしてバベシア

症が注目されてきている。バベシアもマラリア原虫やトリパノソーマ原虫と

同様に住血原虫であり、一部の抗マラリア剤、抗トリパノソーマ剤は抗バ

ベシア効果を示すことが明らかになっており、抗マラリア、抗トリパノソー

マ原虫活性との比較からバベシアの新たな生物学的知見が得られる可

能性も示されている。このような背景のもと、これまで抗マラリアおよび抗

トリパノソーマ原虫活性物質として取得した化合物のバベシアに対する作

用を in vitro 培養系に加えて in vivo マウス実験系で検証してきた。

H25 年度も培養原虫での検討を継続する。更に評価が先行している化

合物（BF90673）については大型動物での検討を推進し、バベシア症治

療薬としての応用、更にはバベシアの生化学的アプローチへのツールと

しての可能性を見出す。 
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④共同研究成果報告会 

目的：共同研究の成果を当研究センターのメンバーと共有することを目的とし、今後

のさらなる発展につなげる。 

報告者：平成 25年度において共同研究を推し進めている先生の中から、過去 3年間

の共同研究の実績を考慮して参加を依頼した。 

 

参加者（座長） 

猪熊壽 先生 （横山） 

鈴木譲 先生（玄） 

田仲哲也 先生 （白藤） 

高島康弘 先生 （五十嵐郁男） 

吉田栄人 先生 水谷先生（福本） 

狩野繁之 先生 （評議員） 

日時：９月２６日（木） 

場所：原虫病研究センターPK ホール 

 

共同研究成果報告会プログラム 

日時：平成 25 年 9 月 26 日（木）午後 2 時 20 分より 

場所：帯広畜産大学原虫病研究センターPK ホール 

14：20 共同研究の現状および将来の展望（開会のあいさつ） 

鈴木宏志センター長 

14：30 北海道道東地区放牧牛の新規小型ピロプラズマ症対策 

猪熊壽 先生 （横山） 

15：00 次世代シークエンサーを用いたトキソプラズマ原虫の遺伝子発現解析 

鈴木譲 先生（玄） 

15：30 鉄依存性酸化ストレスからフタトゲチマダニを保護するフェリチンの役割 

田仲哲也 先生 （白藤） 
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16：00 バベシア感染に伴う抗赤血球抗体の産生とその機能 

高島康弘 先生 （五十嵐郁男） 

16：30 Baculovirus Dual Expression System を用いた三日熱マラリア感染防御－

伝播阻止２価ワクチンの開発研究 

水谷征法先生、吉田栄人 先生（福本） 

17：00 閉会のあいさつ 

狩野繁之 先生 
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⑤ 主な研究成果の概要 

年 月 研究成果の概要 
学術的意義又は社会・経済・

文化的意義 
関係研究者名 

H25 年 5 月 

トキソプラズマの新規抗原虫

薬候補「こぶつきキナーゼ阻

害剤」への耐性獲得機構の

解明を行った。 

薬剤耐性の獲得されにくい原

虫薬の開発につながることが

期待される。 

杉達紀（特別研究学

生：大学院生）、加藤

健太郎 

H25 年 9 月 

アフリカトリパノソーマゲノム

とタンパク質の網羅的解析に

よって新規の特異的診断用

抗原を同定することに成功し

た。 

診断用抗原の探索にバイオ

インフォマティクスを活用する

ことによって、現在標準化さ

れた血清診断法がほとんど

ないアフリカトリパノソーマ病

に対して、組換えタンパク質

を用いた高感度で正確な診

断法を短期間で開発すること

が可能となる。 

モチャボ ケネディー

（大学院生）、周末

（大学院生）、菅沼啓

輔（大学院生）、河津

信一郎、井上昇 

H25年 12月 

アジア（日本、モンゴル、中

国、ベトナム、フィリピン、タ

イ、スリランカ）、アフリカ（ガ

ーナ、南アフリカ）、南米（ブラ

ジル）で飼育されている牛や

馬の血液やマダニから様々

な住血性病原体（バベシア、

タイレリア、トリパノソーマ、ア

ナプラズマ）を検出・解析し、

その世界的分布や遺伝子多

型について明らかにした。 

家畜動物に被害を与える住

血性病原体の国際疫学調査

の成果は、個々の国々の家

畜衛生対策の技術向上に役

立つのみならず、世界規模

の動物資源の安定供給など

グローバル社会に大きく寄与

する。 

横山直明、Sivakumar, 

T. （ 大 学 院 生 ） 、

Ybanes, A.P.（大学院

生）、Battsetseg, B.（モ

ンゴル農業大学獣医学

研究所）、Huang, X.（福

建 師 範 大 学 ） 、 Lan, 

D.T.B. （ フ エ 大 学 ） 、

Inpankaew, T.（カセサ

ート大学）、Alhassan, 

A.（Veterinary Services 

Laboratory ） 、

Thekisoe, O.M.M.（フリ

ーステート大学）、 de 

Macido, A. C.（大学院

生）、猪熊壽、五十嵐郁

男など 

H26 年 3 月 

熱帯熱マラリア原虫赤血球

型の増殖において、カルシウ

ム振動とアデニル酸シクラー

ゼ-cAMP シグナル伝達経路

が重要な役割を担うことを明

らかにした。 

カルシウム振動及びアデニ

ル酸シクラーゼ-cAMP 経路

に係わる分子を標的とする

新規マラリア制御法の開発

が期待される。 

河津信一郎、古山若

呼（北海道大学大学

院生）、川合覚（獨協

医大）、榎本匡宏（理

化研）、御子柴克彦

（理化研） 
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⑥ 診断検査業務 

 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10月 11月 12月 1 月 2 月 3 月 合計 

ブルセラ抗

体検査 
0 34 12 5 12 6 4 1 10 1 4 0 89 

PRCD-PRA
遺伝子検査 

2 14 7 3 11 2 2 0 9 0 8 0 58 

馬ピロプラ

ズマ症確定

診断 
0 0 0 0 1 2 0 0 1 0 0 0 4 

ネオスポラ

抗体検査 
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 

マダニから

の小型ピロ

プラズマの

検査 

0 0 850 700 0 100 2 0 0 0 0 0 1652 

放牧牛から

の小型ピロ

プラズマの

検査 

0 100 0 108 52 4 8 198 8 0 0 1 479 

ハシブトカラ

ス・クロアカ

スワッブ 
0 0 0 0 14 0 0 0 0 0 0 0 14 

十勝管内ネ

コのトキソプ

ラズマ抗体

価測定およ

び糞便中オ

ーシストの

検査 

0 0 0 0 0 0 6 8 9 7 8 6 44 

そ の 他 

5 月 バベシア症診断法の国際評価のサンプル授受 
6 月 バベシア症診断法の国際評価のサンプル授受 
10 月 バベシア症、アナプラズマ症サンプルを用いた診断法の国際評価試験を実施 
11 月 イリオモテヤマネコのフィラリア・トキソプラズマの抗体検査受託 
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７．教育活動 

① 大学院教育 

 本センターは帯広畜産大学大学院畜産衛生学専攻博士前期・後期課程および岐

阜大学大学院連合獣医学研究科の協力講座として大学院教育に参加している。平

成２５年度時点で本センターに所属している博士課程学生は畜産衛生学専攻博士前

期課程が 3 名、同専攻博士後期課程が 13 名、岐阜大学大学院連合獣医学研究科

が 10 名である。また、今年度本センターで博士の学位を取得した学生は 8 名であっ

た。本センターが重視している国際学術協力を裏付けるように、所属大学院生 26 名

のうち 14 名がアジア・アフリカ・南アメリカ諸国からの外国人留学生であった。 
 本センターでは毎年 2 回全大学院生を対象とした研究発表会を開催しており、座長

は博士研究員が務めるなどして、研究分野間の相互交流と互いに切磋琢磨する場を

設けて若手研究者人材育成を実施している。 
 
本センター専任教員が参加・提供している大学院教育科目 
博士前期課程 
 家畜生産衛生学（2 単位） 井上 昇・玄 学南・福本 晋也 
 人獣共通感染症（2 単位） 五十嵐 郁男・河津 信一郎 
 獣医原虫病学（2 単位）  玄 学南・井上 昇・西川 義文 
     鈴木 宏志・横山 直明・福本 晋也 
     五十嵐 慎 
 畜産衛生学実習Ⅱ（2 単位） 玄 学南・井上 昇・福本 晋也 
 課題研究Ⅰ（4 単位）  全教員 
 課題研究Ⅱ（4 単位）  全教員 
 
博士後期課程 
 人獣共通原虫病学特論（2 単位） 五十嵐 郁男・井上 昇 
 衛生動物学特論（2 単位） 玄 学南・西川 義文 
 プレゼンテーション演習（2 単位） 五十嵐 郁男・井上 昇・玄 学南 
     西川 義文 
 畜産衛生学特別演習（6 単位） 五十嵐 郁男・井上 昇・玄 学南 
     西川 義文 
 インターンシップ演習（2 単位） 五十嵐 郁男・井上 昇・玄 学南 
     西川 義文  
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② 学部教育 

 本センターは大学院教育のみならず、学部教育にも積極的に参加している。平成

25年度時点で本センターに所属している学部学生は獣医学ユニットが22名、家畜生

命科学ユニットが 6 名、畜産国際協力ユニット 1 名である。 
 本センターでは毎年 2 回全学部学生を対象とした研究発表会を開催しており、座長

は博士研究員が務めるなどして、研究分野間の相互交流と互いに切磋琢磨する場を

設けて若手人材育成を実施している。 
 
本センター専任教員が参加・提供している学部教育科目 
基盤教育 
 基礎学術ゼミナール（1 単位） 鈴木 宏志・井上 昇 
 生物学実験Ａ（1 単位）  五十嵐 郁男・横山 直明 
 
共通教育 
 微生物学（2 単位）  五十嵐 郁男 
 免疫学（2 単位）   五十嵐 慎 
 臨床応用免疫学（1 単位） 五十嵐 慎 
 全学農畜産実習（2 単位） 鈴木 宏志・井上 昇 
 
展開教育（獣医学ユニット） 
 獣医生化学（2 単位）  玄 学南・西川 義文 
 獣医生化学実習（1 単位） 西川 義文 
 原虫病学（2 単位）  井上 昇・横山 直明・河津 信一郎 
 寄生虫病学（2 単位）  五十嵐 郁男・横山 直明 
 獣医寄生虫病学実習（1 単位） 横山 直明 
 臨床病理学（2 単位）  河津 信一郎 
 実験動物学（2 単位）  鈴木 宏志・福本 晋也 
 実験動物学実習（1 単位） 鈴木 宏志・福本 晋也 
 卒業研究ゼミナールⅠ（1 単位） 全教員 
 卒業研究ゼミナールⅡ（1 単位） 全教員 
 卒業研究ゼミナールⅢ（1 単位） 全教員 
 卒業研究ゼミナールⅣ（1 単位） 全教員 
 卒業研究（6 単位）  全教員 
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展開教育（生命科学ユニット） 
 実験動物繁殖学（1 単位） 鈴木 宏志・福本 晋也 
 分子遺伝情報科学（2 単位） 玄 学南・西川 義文 
  
展開教育（食品科学ユニット） 
 食品衛生学（2 単位）  井上 昇 
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８．国際交流 

① 外国人研究者、来訪者の受入れ状況 

受入期間 氏    名 国名・所属機関・職名 目    的 

平成 25 年 
4 月 5 日～ 
4 月 12 日 

Adel Elsayed Ahmed 
Mohamed 

エジプト 
South Valley University 
教授 

SALMAN Doaa Mahmoud 
Abass（研究生）に関する研究

指導 

平成 25 年 
4 月 12 日 

Nosicelo Mbele 駐日南アフリカ全権公使 
原虫病研究センター施設見学

と留学生受け入れの可能性に

関する意見交換 

平成 25 年 
4 月 12 日 

Phindiwe Dingile 
南アフリカ大使館農林水

産担当参事官 

原虫病研究センター施設見学

と留学生受け入れの可能性に

関する意見交換 

平成 25 年 
5 月 2 日～ 
7 月 3 日 

Oriel Thekisoe 

南アフリカ 
University of The Free 
State Qwaqwa 
Subject Head 

南アフリカの家畜トリパノソー

マ症分子疫学調査に関する共

同研究 

平成 25 年 
7 月 3 日～ 
8 月 30 日 

XUE Shujiang 
中国 
延辺大学獣医学部 
助教 

アピコンプレックス門原虫の分

子生物学的解析に関する研修 

平成 25 年 
9 月 2 日～ 
9 月 6 日 

具 潤景 
韓国 
慶北大学医学部 
助教 

マラリア・トキソプラズマに関す

る共同研究、マラリア・ハマダ

ラカ感染系に関する技術移転 
平成 25 年 
9月30日～ 
12 月 30 日 

Mohamed Mosaab 
エジプト 
South Valley 大学 
講師 

バベシア病に関する研究、技

術移転 

平成 25 年 
10 月 29 日

～ 
11 月 5 日 

Eka Suradji 
インドネシア 
Health office of Teluk 
Bintuni regency 

共同研究実施（植物由来成分

の抗熱帯熱マラリア原虫活性

に関する研究） 

平成 25 年 
11 月 11 日 

周金林 
中国農業科学院上海獣

医研究所 
日中二国間共同研究実施 

平成 25 年 
11 月 11 日 

黄兵 
中国農業科学院上海獣

医研究所 
日中二国間共同研究実施 

平成 25 年 
11 月 11 日 

張厚双 
中国農業科学院上海獣

医研究所 
日中二国間共同研究実施 

平成 25 年 
11 月 11 日 

周勇志 
中国農業科学院上海獣

医研究所 
日中二国間共同研究実施 
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外国人研究者、来訪者の受入れ状況・続き 

 

受入期間 氏    名 国名・所属機関・職名 目    的 

平成 25 年 
12月2日～ 
12 月 13 日 

Kye Soo-Jeong 
韓国動植物検疫庁 
獣医研究員 

馬ピロプラズマ病の診断技術

研修 

平成 25 年 
12月8日～ 
12 月 13 日 

Edvouard Vannier 
アメリカ 
タフツ大学医学部 助教

授 
大学院博士課程特別講義 

平成 25 年 
12月8日～ 
12 月 10 日 

バツェツェグ バドガー 
モンゴル国立獣医学研

究所 所長 
SATREPS 実施に関する研究

打ち合わせ 

平成 25 年 
12月8日～ 
12 月 10 日 

バンズラク バツール 
モンゴル国立農業大学 

農学部長 
SATREPS 実施に関する研究

打ち合わせ 

平成 25 年 
12月8日～ 
12 月 17 日 

バトサイアン エンタイヴ

ァン 
モンゴル国立獣医学研

究所 研究員 

モンゴルで採集したウシおよ

びダニ由来 DNA 検体からの

原虫遺伝子増幅に関する共同

研究 
平成 25 年 
12 月 14 日

～12 月 22
日 

Ferda Sevinc 
トルコ 
Selcuk 大学 教授 

大学院特別講義、マダニ媒介

原虫感染症の制御に関する研

究打ち合わせ 

平成 26 年 
1月14日～ 
3 月 9 日 

Panagiotis KARANIS 
University of Cologne 
medical school 教授 

共同研究実施（JSPS 外国人

招へい研究者事業） 

平成 26 年 
1月14日～ 
3 月 9 日 

Gabriele KARANIS 
Doctor for surgery, 
Orthopaedics and 
Traumatology. 

共同研究実施 
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② ＪＩＣＡ研修コース 

 
コース名称：原虫病及び食品媒介感染症上級専門家育成 
受入期間：平成 25 年 10 月 22 日 ～ 平成 26 年 8 月 22 日 
 
研修生情報 
国籍 氏名 現職 
インドネシア Puttik Allamanda スバン家畜疾病診断センター 家畜衛生研究

室 職員 
ウガンダ MUGIMBA Kizito 

Kahoza 
マケレレ大学／ウガンダ・カンパラ獣医科大学 
生物工学診断科学部 教育助手 

ベトナム DANG Trinh Minh 
Anh 

保健省 ホーチミン市パスツール研究所 微生

物・免疫学研究室 研究官 
 
使用言語：英語 
 
コースの背景と目的 
 世界の人口は、21世紀半ばに現在の約1.5倍（90億人）に達すると見込まれるが、

特に新興国・開発途上国では、未来の動物性蛋白質の安全確保のため、家畜感染

症による食料生産阻害の現状を早急に打開することが懸案となっている。一方、これ

ら感染症のほとんどは人獣共通感染症で、食料問題のみならず、直接に人々の健康

並びに安全な社会活動を脅かしている。途上国では、これら感染症のコントロールを

国際社会と協調して実践する高度専門家の育成が喫緊の課題となっている。先の

G8 北海道洞爺湖サミット首脳宣言においても、マラリア等感染症の診断、ワクチン、

治療薬の開発研究や公衆衛生上の問題に対処するための開発途上国の能力開発

支援を強化することが提唱されている。また、世界 178 ヶ国が加盟して家畜と畜産品

の安全・安心確保を目指す国際機関「国際獣疫事務局（OIE）」では、世界最先端の

感染症研究組織をコラボレーティングセンターとして認定し、当該組織の研究成果を

新たな感染症診断法やワクチンの国際標準化に活用している。近年、OIE において

も、開発途上国における感染症診断技術、公衆衛生の向上を図るため、コラボレーテ

ィングセンターの開発途上国に対する貢献を重要視しており、平成 20 年 5 月にアジ

アで初めて OIE に認定された本センターにも大きな期待が寄せられている。 
 本 JICA コースでは、教員等のスタッフと研究設備が整った本センターにおいて、人

畜共通感染症の制圧に携わる途上国専門家が、感染症対策に直接関連した予防・
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診断・治療技術とその実践に役立つ周辺専門知識を習得し、途上国での人畜共通感

染症の予防・診断・治療技術の質が向上することを目的とする。 
 
研修方法 
 研修員は、技術研修冒頭において、導入共通科目として、人畜共通感染症、原虫

病、細菌性感染症、ウイルス性感染症、食物が媒介する感染症、実験器具や実験動

物の取扱い、血清診断の基本について学ぶ。その後、各研究分野のいずれかにて、

個別に指導教員の指導のもと、先端研究技術を習得する。1 ヶ月に 2 回ほど、本セン

ター教員に加えて、学内外研究機関の専門家による、原虫病、細菌性感染症、ウイ

ルス性感染症関連の特別講義も提供する。 
 
研修員の評価等 
インセプションレポート（初期報告書）発表会 
本コースの初期に、研修員の母国における人畜共通感染症の現状およびそれら

が引き起こす問題を把握するため、研修員によるインセプションレポートの発表会を

行う。 
 
中間レポート発表会 
 本コースの中間期において、研究の進捗についてまとめて発表を行う。 
 
インテリムレポート 
 同報告書は、研究成果をまとめた論文形式のものと帰国後に研修で得た知識やス

キルが、自国の感染症対策の問題点の解決にどのように寄与し得るかまとめたエッ

セイの 2 つから成る。研修員はコース終了時にファイナルレポート発表会で同レポー

トの発表を行う。 
 
マンスリーレポート 
 毎月の研究進捗状況に関するレポートを提出する。  
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③ 教員の海外派遣状況 

 
期  間 職 名・氏 名 渡航先（国名） 目  的 

2013 年 4 月 14 日～19 日 教授 鈴木 宏志 マレーシア 
International Malaria Symposium 
2013 参加発表 

2013 年 4 月 14 日～19 日 教授 河津 信一郎 マレーシア マラリア国際シンポジウ 2013 参加 

2013 年 4 月 20 日～26 日 教授 横山 直明 ベトナム 現地調査、研究成果の報告と意見交換 

2013 年 5 月 24 日～28 日 教授 井上 昇 フランス 

トラティエ博士との研究打ち合わせ、非

ツェツェ媒介性動物トリパノソーマ症

【NTTAT】専門家会議参加発表 

2013 年 6 月 9 日～15 日 教授 鈴木 宏志 中国 学術交流 

2013 年 6 月 9 日～15 日 教授 玄 学南 中国 学術交流 

2013 年 6 月 21 日～27 日 
特任准教授 

加藤 健太郎 
イギリス 

12th International Congress on 
Toxoplasmosis にて研究成果発表 

2013 年 7 月 7 日～16 日 准教授 福本 晋也 ブルキナファソ 
マラリア媒介蚊のサンプリング・研究打

合せ 

2013 年 7 月 22 日～28 日 教授 鈴木 宏志 カナダ 

第 46 回 Society for the Study of 

Reproduction Annual Meeting 2013 
参加発表 

2013 年 7 月 26 日～30 日 教授 井上 昇 モンゴル 
地球規模課題採択に係る第一回関係

者会議参加 

2013 年 7 月 26 日～30 日 教授 横山 直明 モンゴル 
地球規模課題採択に係る第一回関係

者会議参加 

2013 年 8 月 24 日～31 日 教授 五十嵐 郁男 オーストラリア 
第 24 回世界獣医寄生虫学会出席・研

究成果発表 

2013 年 8 月 24 日～31 月 助教 白藤 梨可 オーストラリア 

24th International Conference of the 

World Association for the 

Advancement of Veterinary 
Parasitology (WAAVP) 参加発表  

2013 年 9 月 8 日～14 日 教授 井上 昇 モンゴル 
地球規模課題採択に係る第 2 回関係

者会議参加 

2013 年 9 月 8 日～14 日 教授 横山 直明 モンゴル 
地球規模課題採択に係る第 2 回関係

者会議参加 

2013 年 9 月 8 日～14 日 准教授 五十嵐 慎 モンゴル 研究打ち合わせ 

2013 年 9 月 23 日～29 日 教授 河津 信一郎 フィリピン 
州政府対策局打ち合わせ、フィールド

調査、サンプル調査・研究打ち合わせ 
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教員の海外派遣状況・続き 
 

期  間 職 名・氏 名 渡航先（国名） 目  的 

2013 年 10 月 6 日～17 日 教授 井上 昇 モンゴル SATREPS 関係者協議 

2013 年 10 月 8 日～13 日 教授 鈴木 宏志 中国 

Asean & China-Japan-SouthKorea 

(10+3) workshop on prevention & 

control of animal infectious diseases 
参加発表 

2013 年 10 月 28 日～ 

11 月 3 日 
教授 五十嵐 郁男 アメリカ 

人バベシア症に関する共同研究の実

施 

2013 年 11 月 13 日～ 

20 日 
教授 河津 信一郎 アメリカ 

第 62 回米国熱帯医学会参加、研究打

ち合わせ 

2013 年 11 月 15 日～ 

12 月 3 日 
教授 井上 昇 南アフリカ 

アフリカトリパノソーマ診断法開発、疫

学調査に関する共同研究 

2013 年 11 月 22 日～ 

29 日 
教授 五十嵐 郁男 エジプト 

学位審査にかかる打ち合わせ、予行演

習、学位審査、研究打ち合わせ 

2013 年 12 月 7 日～13 日 教授 鈴木 宏志 タイ 
Scientific meeting of former JICA 
participants of NRCPD in Bangkok の

準備・打ち合わせ・開催 

2013 年 12 月 7 日～13 日 教授 玄 学 南 タイ 
Scientific meeting of former JICA 
participants of NRCPD in Bangkok の

準備・打ち合わせ・開催 

2013 年 12 月 9 日～13 日 教授 河津 信一郎 タイ JITMM2013 参加 

2014 年 1 月 5 日～8 日 教授 鈴木 宏志 フィリピン 
学部間学術交流協定調印式出席、共

同研究打ち合わせ 

2014 年 1 月 5 日～8 日 教授 河津 信一郎 フィリピン 
学部間学術交流協定調印式出席、共

同研究打ち合わせ 

2014 年 1 月 23 日～29 日 教授 井上 昇 モンゴル 
SATREPS プロジェクトの研究計画に

ついての打ち合わせ 

2014 年 1 月 23 日～29 日 教授 横山 直明 モンゴル 
SATREPS プロジェクトの研究計画に

ついての打ち合わせ 

2014 年 1 月 23 日～29 日 准教授 五十嵐 慎 モンゴル 疫学調査および研究打ち合わせ 

2014 年 2 月 17 日～19 日 教授 鈴木 宏志 韓国 ジョイントワークショップ参加 

2014 年 2 月 17 日～19 日 教授 河津 信一郎 韓国 ジョイントワークショップ参加 

2014 年 2 月 24 日～ 

3 月 2 日 
教授 玄 学 南 オーストラリア 研究打ち合わせ 

2014 年 3 月 3 日～9 日 教授 井上 昇 マレーシア ACTMP2014 参加 
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教員の海外派遣状況・続き 
 

期  間 職 名・氏 名 渡航先（国名） 目  的 

2014 年 3 月 3 日～8 日 教授 河津 信一郎 マレーシア 
アジア熱帯医学寄生虫学会（ACTP）

2014 参加 

2014 年 3 月 13 日～16 日 教授 鈴木 宏志 フィリピン 

Claveria 先生との研究打ち合わせ、

6th Annual Meeting Phil Society of 
Parasitology 参加・発表 

2014 年 3 月 17 日～22 日 教授 井上 昇 モンゴル 
SATREPS プロジェクトの平成 26 年度

調査研究計画打ち合わせ 

2014 年 3 月 17 日～22 日 教授 横山 直明 モンゴル 
SATREPS プロジェクトの平成 26 年度

調査研究計画打ち合わせ 

2014 年 3 月 23 日～30 日 教授 玄 学 南 韓国 
韓国におけるマダニ媒介原虫感染症の

調査 
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④ 国際共同研究 

○プロジェクトタイトル： ベトナムにおける家畜の住血性原虫病（バベシア病、タイレ

リア病、及びトリパノソーマ病）の流行実態の解明と防疫対策の技術向上を目指した

国際共同研究である。科学研究費・基盤研究 B（海外）の採択課題として実施した。 
プロジェクト期間：平成 23 年から 3 年間 
予算見込み額：総額 1872 万円 
 
○プロジェクトタイトル： 基盤 B 海外学術・フィリピンにおける日本住血吸虫症の血清

および分子疫学調査 
プロジェクト期間：平成 24 年から 3 年間 
予算見込み額：1742 万円 
プロジェクト概要： フィリピンの日本住血吸虫症について、各流行地での寄生虫のラ

イフサイクル、流行地間での寄生虫株の異同と寄生虫病の地域特性の関係を考察す

るプロジェクトである。（1）保虫宿主を対象とした血清疫学調査、および（2）寄生虫の

各発育ステージを対象とした分子疫学調査をおこなう。 
 
○プロジェクトタイトル： JST/JICA SATREPS モンゴルにおける家畜原虫病の疫学

調査と社会実装可能な診断法の開発 
プロジェクト期間：平成 25 年から 6 年間 
予算見込み額：1 億 3000 万円 
プロジェクト概要： トリパノソーマ病やピロプラズマ病等、多くの家畜原虫病は持続感

染して慢性的に家畜の健康状態を悪化させる。国民の多くが畜産業に従事するモン

ゴルでは、特に深刻な問題となっている。本研究では、トリパノソーマ、ピロプラズマ

野生株とそれらを媒介するマダニの分布マップ作成、原虫野生株の抗原遺伝子解析

に基づく簡単で迅速な診断キットを開発、そして今後の感染対策に備えた研究資源

の確保を目標としている。 
 
○プロジェクトタイトル： 基盤 B 海外学術・モンゴルにおける家畜原虫病と冷害死の

実態調査 
期間：平成 25 年から 3 年間 
予算見込み額：1350 万円 
プロジェクト概要： 極寒が家畜に与えるストレスは、疾病に対する抵抗力を低下させ

生産性を著しく悪化させる。特にモンゴルでは冷害（ゾド）が基幹産業の畜産業に深

刻な被害を与えている。2010 年には国内総飼養家畜の 23％（約 1,032 万頭）が冷

害で斃死しており、およそ 60 億円の損失があった。本提案課題では、我々が確立し
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た原虫病診断技術を用いて家畜原虫病のアクティブサーベイランスを実施し、慢性消

耗性疾患である原虫病と家畜の冷害死との因果関係を明らかにすることを目的とす

る。加えて、現地で継続活用可能な原虫病の簡易診断法を構築し、現地共同研究者

とともに原虫病の清浄化プログラムを考案し、人材育成と国際貢献を図る。 
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９．社会との連携 

① 教員の学外活動の状況 

 
鈴木 宏志  日本寄生虫学会評議員 
   日本熱帯医学会評議員 
   日本実験動物学会評議員 
   日本繁殖生物学会評議員 
   日本卵子学会胚陪養子認定委員 
   日本卵子学会常任理事 
 
五十嵐 郁男  OIE リファレンスラボラトリー専門家 
   日本寄生虫学会理事 
   日本獣医寄生虫学会理事・副理事長 
   日本熱帯医学会理事 
   日独原虫病協会理事長 
   日本獣医学会評議員 
   Veterinary Parasitology 編集委員 
   Parasitology Research 編集委員 
   PLOS ONE Academic Editor 
   第 53 回日本熱帯学会大会会長（平成 24 年 9 月） 

長崎大学熱帯医学研究所熱帯医学研究拠点 
    運営委員会委員長 

 
玄 学南  日本寄生虫学会評議員 
   日本獣医寄生虫学会評議員 
   日独原虫病協会評議員 
 
河津 信一郎  日本寄生虫学会評議員 
   日本寄生虫学会学術委員会委員 
   日本熱帯医学会評議員 
   日本獣医寄生虫学会理事 
   日独原虫病協会評議員 
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横山 直明  日本獣医学会評議員 
   日本寄生虫学会評議員 
   日本獣医寄生虫学会評議員 
   日本獣医寄生虫学会誌編集委員 
 
井上 昇  OIE リファレンスラボラトリー専門家 
   日本獣医学会評議員 
   日本寄生虫学会評議員 
   日本獣医寄生虫学会評議員 
   日本獣医寄生虫学会誌編集委員 
   日独原虫病協会評議員 
 
五十嵐 慎  日本獣医寄生虫学会評議員 
   日本寄生虫学会評議員 
   日本獣医学会評議員 
   日独原虫病協会事務局 
 
西川 義文  日本寄生虫学会評議員 
   日本獣医学会評議員 
   日本獣医寄生虫学会評議員 
   （分子寄生虫学ワークショップ世話人） 
   The Open Parasitology Journal 編集委員 
   ISRN Veterinary Science 編集委員 
 
加藤 健太郎  日本獣医寄生虫学会渉外・広報委員 
   東京大学大学院農学生命科学研究科農学共同研究員 
 
白藤 梨可  日本獣医寄生虫学会庶務委員 
   日本ダニ学会文献目録委員 
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② 特許出願・取得 

 
＜登録＞ 
特許第 5023331 号 盲導犬に適した犬を選別する方法 鈴木宏志、植田佳子 
特許第 5023327 号 盲導犬に適した犬を選別する方法 鈴木宏志、植田佳子 
 
Cao S, Xuan X, Igarashi I. Development of serological diagnostic methods 
against Babesia canis canis infection. EU Patent 12154831.7-1223, 2012. 
 
vaccine preparation for neospora caninum infection 
PCT/JP2009/004525 西川義文、横山直明、小島直也 
 
 
＜公開＞ 
マラリアの治療方法、マラリア原虫の殺虫方法、及びその利用 
国際公開番号： 2012/057294 A1 御子柴克彦、榎本匡宏、河津信一郎 
 
 
＜出願＞ 
ネオスポラ原虫感染症に対するワクチン製剤 
PCT/JP2009/004525 西川義文、横山直明、小島直也 
 
トキソプラズマ感染症に対するワクチン製剤 
特願 2012-186205 西川義文、黒田泰弘、小島直也 
 
マラリア原虫感染症に対するワクチン製剤 
特願 2013-087431 西川義文、黒田泰弘、小島直也 
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③ シンポジウム・ワークショップおよび市民公開講座等の主催  

 

開催期間 区 分 対象 名    称 概    要 
参加人

数（人） 

5 月 10 日 セミナー 国際 

JICA セミナー 

石上 盛敏先生（国立国際医

療研究センター研究所） 

分子疫学：系統樹の作成とそ

の解釈 
25 

5 月 23 日 講演会 学生 

原虫病研究センター特別講義

（原虫病学講義） 

加藤 健太郎（原虫病研究セ

ンター特任准教授） 

本研究センター教員による学

部生、大学院、若手研究者を

対象とした講義。 
50 

6 月 7 日 セミナー 国際 

JICA セミナー 

稲岡 健 ダニエル先生（東京

大学大学院医学系研究科） 

構造活性相関について 31 

6 月 13 日 講演会 学生 

原虫病研究センター特別講義

（原虫病学講義） 

「ひとりはみんなのために、み

んなはひとりのために 帯広

からスーダンへ」 

川原 尚行（NPO 法人ロシナ

ンテス理事長） 

招聘講師による学部生、大学

院、若手研究者を対象とした

講演会。 
50 

6 月 21 日 講演会 学生 

原虫病研究センター特別講義

（畜産衛生学） 

Activities of Food Safety 
Commission of Japan（日本

の食品安全行政） 

見上 彪 （元食品安全委員

会委員長） 

招聘講師による学部生、大学

院、若手研究者を対象とした

講演会。 
50 

6 月 21 日 講演会 学生 

駐日オーストラリア大使講演

会 

「オーストラリアの農業と日

本：共通の課題と機会」 

ブルース・ミラー（駐日オースト

ラリア大使） 

駐日オーストラリア大使による

海外の農業政策等に関する

講演会。 
50 

8 月 3 日 公開講座 

一 般

地 域

学生 

帯広畜産大学オープンキャン

パス 

「原虫病への挑戦」 

西川 義文（原虫病研究セン

ター准教授） 

原虫病研究センターの活動紹

介、ミニ講座、顕微鏡を用いた

標本観察、ポスター展示 
70 
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シンポジウム・ワークショップおよび市民公開講座等の主催・続き 
 

開催期間 区 分 対象 名    称 概    要 
参加人

数（人） 

9 月 11 日 セミナー 国内 

原虫病研究センターセミナー 

岩永史朗先生（三重大学医学

部医動物感染医学分野・准教

授） 

岐阜連大若手研究者育成プ

ログラム 

マラリア原虫人工染色体の開

発とその応用 

20 

9 月 26 日 研究会 
国 内

国際 
共同研究成果報告会 

複数年従事いただいた共同

研究者 5 名による研究成果を

発表し、原虫病研究センター

内外の教員、および研究員、

学生等と共に討論した。 

30 

10 月 4 日 セミナー 国内 

原虫病研究センターセミナー 

山本卓先生（広島大学大学院

理学研究科・教授） 

岐阜連大若手研究者育成プ

ログラム 

ゲノム編集技術を用いた様々

な生物での遺伝子改変 

18 

11 月 1 日 セミナー 国際 

原虫病研究センターセミナー 

Ho, Kiong 博士（筑波大学大

学院人間総合科学総研究科

研究科 助教） 

岐阜連大若手研究者育成プ

ログラム 

Exploring the Mechanism of 

RNA Modification and 

Repair in Protozoan 

Parasites. 

20 

11 月 1 日 セミナー 国内 

原虫病研究センターセミナー 

今内 覚 先生（北海道大学

大学院獣医学研究科 動物

疾病制御学講座  感染症学

教室 准教授） 

岐阜連大若手研究者育成プ

ログラム 

家畜の臨床免疫学研究につ

いて 基礎研究から農場まで 

20 

11 月 11 日 セミナー 国際 

マダニとマダニ媒介原虫感染

症の制御に関する日中２国間

合同セミナー 
 14 

12 月 9 日 講演会 学生 

原虫病研究センター特別講義

（畜産衛生学） 

Determinants of Host 

Resistance to Babesiosis, 

an Emerging Infectious 

Disease. 

Edouard Vannier (Tufts 

University) 

招聘講師による学部生、大学

院、若手研究者を対象とした

講演会。 
50 

  



49 
 

シンポジウム・ワークショップおよび市民公開講座等の主催・続き 
 

開催期間 区 分 対象 名    称 概    要 
参加人

数（人） 

12 月 11 日 講演会 学生 

原虫病研究センター特別講義

（寄生虫病学） 

東日本大震災と原発事故によ

る福島県畜産等への影響と復

興へ 

紺野 廣重先生（福島県県北

家畜保健衛生所長） 

招聘講師による学部生、大学

院、若手研究者を対象とした

講演会。 
50 

12 月 9 日～ 

10 日 
研究会 国際 

Scientific meeting of former 

JICA participants of NRCPD 

in Bangkok. 

本研究センターで実施してい

る JICA研修コースのタイ出身

の修了者（９名）と本研究セン

ターの教員（３名）・大学院生

（２名）らによる研究集会をタイ

バンコクにおいて開催した。タ

イ側の研究者らは主に JICA

研修コースで修得した知識を

本国の獣医・畜産・公衆衛生

諸分野において応用・発展し

た研究成果について発表し、

有意義な討議を行った。 

14 

12 月 14 日 公開講座 

一般 

地域 

学生 

帯広畜産大学ふれあいフェス

ティバル 

「寄生虫を観察してみよう」 

西川 義文（原虫病研究セン

ター准教授） 

寄生虫の観察、回虫の解剖、

難治性原虫病感染症に対す

る新規ワクチン技術の開発研

究 

96 

12 月 17 日 講演会 学生 

原虫病研究センター特別講義

（畜産衛生学） 

Major tick-borne diseases of 

animals focusing on ovine 

babesiosis in Turkey. 
Ferda SEVINC（DVM, PhD, 

Selcuk University, Turkey) 

招聘講師による学部生、大学

院、若手研究者を対象とした

講演会。 
50 

12 月 20 日 講演会 学生 

原虫病研究センター特別講義 

「立体構造解析により明らか

になるタンパク質機能～制限

DNA グリコシラーゼの発見

～」 

田之倉 優（東京大学大学院

農学生命科学研究科・教授） 

招聘講師による学部生、大学

院、若手研究者を対象とした

講演会。 
25 
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シンポジウム・ワークショップおよび市民公開講座等の主催・続き 
 

開催期間 区 分 対象 名    称 概    要 
参加人

数（人） 

2 月 13 日 セミナー 国際 

原虫病研究センターセミナー 

Dr. Karanis (Professor of 

Medical School, University 

of Cologne, Germany) 

Waterborne Parasitic 

Diseases: Achievement and 

Research Needs 

25 

3 月 11 日 セミナー 国内 

原虫病研究センターセミナー 

Dr. Takeshi Q. Tanaka （北

里大学） 

Targeting Gametocyte for 

Malaria Eradication, early 

2014 

25 

3 月 13 日 セミナー 国内 

原虫病研究センターセミナー 

鈴木穣先生（東京大学大学院

新領域創成科学研究科メディ

カルゲノム専攻ゲノム制御医

科学分野・教授） 

次世代シークエンサーを用い

たトキソプラズマ原虫の遺伝

子発現解析 
25 
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④ その他（新聞・テレビなど） 

 
鈴木 宏志 
・十勝毎日新聞「盲導犬、家庭で育てて」（平成 25 年 11 月 5 日） 
・朝日新聞「盲導犬この子は適任？ＤＮＡチェック」（平成 26 年 1 月 8 日） 
・NHK 視点・論点  
「適正資質を備えた盲導犬」の生殖技術について（平成２6 年 3 月２0 日） 
 
河津 信一郎 
・十勝毎日新聞「河津教授（帯畜大）に小泉賞」（平成 25 年 4 月 16 日） 
 
西川義文 
・日本経済新聞「ワクチン実用化に一歩」（平成 25 年 6 月 7 日） 
・十勝毎日新聞「世界初、ワクチン開発」（平成 25 年 6 月 7 日） 
・北海道新聞「牛の流産防ぐワクチン」（平成 25 年 6 月 12 日） 
 
加藤 健太郎 
・十勝毎日新聞「原虫の薬剤耐性解明」（平成 25 年 6 月 3 日） 
・北海道新聞「薬剤耐性の原因解明」（平成 25 年 6 月 8 日） 
・日経産業新聞「仕組みの一端解明」（平成 25 年 11 月 21 日） 
・十勝毎日新聞「新薬開発へ期待の論文」（平成 25 年 11 月 25 日） 
・北海道新聞「マラリア新薬に一歩」（平成 25 年 11 月 26 日） 
 
白藤梨可 
・北海道新聞「道内 2 女性研究者に助成」（平成 25 年 6 月 27 日） 
・南日本新聞「鹿県ゆかりの 3 人選出」（平成 25 年 6 月 27 日） 
・経済新聞「資生堂、10 人に助成金」（平成 25 年 7 月 1 日） 
・北海道新聞「未知への解明 胸躍る」（平成 26 年 2 月 8 日） 
 

  



52 
 

１０．財政 

① センターの財政状況 

 
平成 25 年度（2013 年度）の支出決算額（運営費交付金）の概要 

〔単位：千円〕 

区   分 決 算 額 

  

備   考 
うち、国立大学法人運営費交

付金（特別経費（全国共同利

用・共同実施分）） 

支出合計 153,450  28,946    

  

うち、運営委員会経費 279  279    

うち、共同研究費 6,773  6,773    

うち、共同研究旅費 1,724  1,724    

計 8,776  8,776    

 

② 科学研究費補助金採択状況 

平成 25 年度 

研 究 種 目 研究課題番号 新規・継続 職名 ・ 代表者 
金額（直接経費） 

（単位：千円） 

基盤研究(B)（一般） 22405038 継続 准教授・福本 晋也 3,500 

基盤研究(B)（一般） 23390098 継続 教授・河津 信一郎 4,300 

基盤研究(B)（海外） 23405041 継続 教授・横山 直明 4,600 

基盤研究(B)（海外） 24405044 継続 教授・河津 信一郎 4,400 

挑戦的萌芽研究 24658242 継続 教授・河津 信一郎 1,600 

新学術領域研究 24117506 継続 特任准教授・加藤健太郎 2,100 

若手研究（A） 24688032 継続 特任准教授・加藤健太郎 6,800 

新学術領域研究 25108501 新規 教授・横山 直明 2,600 

基盤研究(B)（一般） 25292167 新規 教授・井上 昇 3,300 

基盤研究(B)（一般） 25292168 新規 准教授・福本 晋也 6,700 
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科学研究費補助金採択状況・続き 
 

研 究 種 目 研究課題番号 新規・継続 職名 ・ 代表者 
金額（直接経費） 

（単位：千円） 

基盤研究(B)（一般） 25292169 新規 教授・横山 直明 6,200 

基盤研究(B)（海外） 25304041 新規 准教授・五十嵐 慎 4,800 

基盤研究（C） 25450419 新規 准教授・五十嵐 慎 1,600 

挑戦的萌芽研究 25660223 新規 准教授・福本 晋也 1,600 

挑戦的萌芽研究 25660235 新規 教授・横山 直明 1,500 

挑戦的萌芽研究 25670199 新規 特任准教授・加藤健太郎 1,500 

若手研究（B） 25850197 新規 研究員・岡田 只士 1,300 

若手研究（B） 25850198 新規 助教・白藤 梨可 1,400 

 

③ その他の外部資金獲得状況 

平成 25 年度 

予 算 種 目 番  号 新規・継続 職名 ・ 代表者 
金額（直接経費） 

（単位：千円） 

日本学術振興会 
最先端・次世代研究

開発支援プログラム 
継続 准教授・西川 義文 41,178 

厚生労働省 
厚生労働科学研究費

補助金 
継続 

特任准教授・ 

加藤 健太郎 
1,940 

文部科学省 
科学技術人材育成

費補助金 
継続 原虫病研究センター 25,200 

（独）科学技術振興機構 RISTEX 継続 教授・鈴木 宏志 5,000 

（独）科学技術振興機構 SATREPS 継続 教授・井上 昇 200 

（独）科学技術振興機構 SATREPS 新規 教授・井上 昇 5,000 

（独）科学技術振興機構 
A-step 
ステージ探索タイプ 

継続 教授・井上 昇 1,000 

（独）科学技術振興機構 
A-step 
ステージ探索タイプ 

継続 教授・横山 直明 960 

（独）科学技術振興機構 
A-step 
ステージ探索タイプ 

継続 研究員・正谷 達謄 800 
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その他の外部資金獲得状況・続き 
 

予 算 種 目 番  号 新規・継続 職名 ・ 代表者 
金額（直接経費） 

（単位：千円） 

（独）農業・食品産業技

術総合研究機構 

イノベーション創出

基礎的研究推進事

業 発展型 B タイプ 

新規 
特任准教授・ 

加藤 健太郎 
7,538 

農林水産省 農林水産

技術会議事務局 

農林水産業・食品

産業科学技術研究

推進事業 

新規 教授・河津 信一郎 10,800 

農林水産省 農林水産

技術会議事務局 

農林水産業・食品

産業科学技術研究

推進事業 

新規 教授・横山 直明 770 

A（株） 受託研究 新規 助教・白藤 梨可 180 

B（株） 受託研究 新規 助教・白藤 梨可 630 

C（株） 受託研究 継続 助教・白藤 梨可 90 

大阪大学微生物病研究

所 
共同研究 継続 教授・鈴木 宏志 5,000 

D（株）先端技術開発セ

ンター 
共同研究 継続 教授・横山 直明 2,000 

セルジーン（株) 共同研究 新規 教授・五十嵐 郁男 2,110 

秋山記念生命科学振興

財団 

秋山記念生命科学

振興財団研究助成 
新規 研究員・正谷 達謄 500 

（株）資生堂 

女性研究者サイエ

ンスグラント研究助

成 

新規 助教・白藤 梨可 1,000 

（株）白寿生化学研究所 寄付講座 継続 教授・鈴木 宏志 20,000 

D（株） 寄附金 新規 准教授・西川 義文 3,000 

A（株） 寄附金 新規 助教・白藤 梨可 400 

C（株） 寄附金 新規 助教・白藤 梨可 500 
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１１．管理運営 

 
施設の正式名称：共同利用・共同研究拠点 原虫病研究センター 
 
共同利用・共同研究拠点の名称：原虫病制圧に向けた国際的共同研究拠点 
 
センター長：鈴木 宏志・教授 
 
人員：教授 6 名、准教授 3 名、特任准教授 1 名、助教 1 名、技術職員 1 名、事務職

員 2 名 
 
帯広畜産大学原虫病研究センター運営委員会の開催実績：2 回 
 
運営委員名簿 
 委員長 狩野 繁之（独立行政法人国立国際医療センター研究所・部長） 
  鈴木 宏志（原虫病研究センター・センター長・教授） 
  五十嵐 郁男（原虫病研究センター・教授） 
  玄 学南（原虫病研究センター・教授） 
  河津 信一郎（原虫病研究センター・教授） 
  井上 昇（原虫病研究センター・教授） 
  横山 直明（原虫病研究センター・教授） 
  野本 明男（財団法人微生物化学研究所・理事長） 
  木下 タロウ（大阪大学免疫学フロンティア研究センター・教授） 
  平山 謙二（長崎大学・教授） 
  石橋 朋子（OIE アジア太平洋地域事業所・代表代行） 
  片倉 賢（北海道大学大学院獣医学研究科・教授） 
  小野 憲一郎（日本動物高度医療センター・学術部門長） 
 
原虫病研究センター定例専任教員会議 
毎月一回センター専任教員による定例会議を開催し、センターの運営等に関する事

項を審議している。 
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原虫病研究センター各種委員会 
 
総務：運営に関すること、事業計画・事業報告に関すること、定例センター会議に関す

ること、教育研究評議会・運営連絡会議出席、予算管理・執行に関すること、その他

の庶務・雑務を担当する。 
 
人事・人事考課：非常勤講師・職員の雇用に関すること、博士研究員の業績評価に

関することを担当する。 
 
研究連携・JICA：共同研究の公募・研究成果発表会に関すること、JICA 集団研修に

関することを担当する。 
 
セミナー：新入生オリエンテーションの開催に関すること、学部・大学院生・ポスドク・

外国人研究員等のゼミ開催に関することを担当する。 
 
共通研究テーマ推進：原虫病研究センター共通研究テーマの企画、推進に関するこ

とを担当する。 
 
施設管理・消耗品：施設の管理に関すること、共通機器の管理に関すること、消耗品

等の管理に関することを担当する。 
 
広報・外部評価：施設見学者等案内・対応、ホームページの作成・更新に関すること、

パンフレットの作成に関すること、自己点検評価書・外部評価に関することを担当す

る。 
 
バイオセーフティー：動物組換え体・病原体を用いた実験に関すること、セルバンクの

管理に関すること、動物実験室の管理に関することを担当する。 
 
安全・衛生：緊急災害、耐震、安全対策に関すること、安全衛生点検に関すること、学

内清掃に関すること、試薬（劇毒物）の管理に関することを担当する。 
 
OIE 国際連携：国際獣疫事務局（OIE）関連の事業に関すること、国際認証に関する

ことを担当する。 
 
社会貢献：実装・アウトリーチ活動、オープンキャンパスに関すること、社会貢献に関

すること、原虫病診断サービスに関することを担当する。 
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ジャーナル：ジャーナル編集に関することを担当する。 
 
テニュアトラックプログラム：テニュアトラック制度の推進に関することを担当する。 
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１２．施設・設備の状況 

① 施設の概況 

原虫病研究センター1 階 
PK ホール：収容人数 100 名程度で冷暖房および各種 AV システムを完備し、センタ

ー内での各種セミナーや講義、学内外の各種講演会、学会等で活用している。 
 

セルバンク：各種細胞株の永久凍結保存のために大型の液体窒素自動充てん式タン

クを 4 機設置し、原虫等の細胞株を保存している。大型液体窒素貯蔵タンクからは学

内のユーザーにも液体窒素を分配している。セルバンク室には酸素濃度監視システ

ム、指紋認証システム、強制排気システムを備え、安全管理を徹底している。 
 

原虫病研究センター2 階 
本センター2 階は一般実験室、共通機器室、P2 レベル実験室を備えた試験研究エ

リアとなっている。試薬保管室には ID 認証システムを備えて劇毒物等の管理を行っ

ている。 
 

原虫病研究センター3 階 
SPF 動物実験室：SPF 条件下でマウスを飼育し、発生工学等の実験が実施できる動

物飼育・実験室となっている。 
 

P1～P3レベル動物実験室：実験の封じ込めレベルに応じてP1～P3レベルまでの感

染実験、動物実験を実施できる。 
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② 設備の概況 

 
●共焦点レーザー顕微鏡 
 Leica TCS SP5 （H21 213 室） 

 ライカ TCS SP5 は、世界初一つの装

置で高速ライブイメージ用ガルバノと通常

の高分解能形態イメージ用ガルバノを同

時搭載した共焦点顕微鏡です。 
ライブセルイメージ用高速共振ガルバ

ノは、250画像/秒（512x16画素）、または

25 画像/秒（512x512 画素）の速さで最大

5 蛍光プローブの 画像を取り込むことが

できます。また、シングルピンホール方式

により、分解能を下げることなく高速で多

重染色サンプルの鮮明な画像が取得で

きます。 
また、蛍光波長の設定が自由なプリズム分光スリット方式を採用。フィルターを使わず、プ

リズムと可変式スリットで分光を行います。検出波長の設定範囲は、400-800nm、最大 5カラ

ーイメージを同時取得できます。 

 
●レーザーマイクロダイセクション 
 Leica CTRMIC  （H15 213 室） 

レーザーマイクロダイセクション (LMD) 
は、組織中の関心領域のみを回収するた

めの理想的な装置です。LMD により、研

究者は混ざり合った組織標本の中から均

質な細胞群、または単一細胞のみを回収

し、疾患や生命現象を解明するための分

析を可能にします。 最新の高出力ダイ

オードレーザーは、切片切除から回収ま

でトップクラスのスピードとシャープな切

れ味でのダイセクションを可能にします。

切片は直接試薬中に落下回収されるの

で、コンタミネーションフリーで高品質の回収が可能です。 
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●透過型電子顕微鏡 
 HITACHI  H-7500 （H11 212 室） 

 H-7500 形透過電子顕微鏡は医学、生物学に

代表されるバイオテクノロジーの研究、開発の

みならず新素材、高分子材料研究に対応でき

る電子顕微鏡です。 
 新設計の鏡体構造により低倍、高コントラスト

を実現し、対物可動絞り 10μm 直径を挿入し

ても視野カットしないで 160mm 直径の広視野

を確保することができます。 
 また、パーソナルコンピュータ（PC）制御によ

り、ウインドウ上に観察条件がグラフィック表示

され、その条件の設定、変更ができます。 

 
 

●走査型電子顕微鏡 
 HITACHI  S-3500N （Ｈ13 210 室） 

近 年 、 走 査 電 子 顕 微 鏡 ( 以 下

SEM(Scanning Electron Microscope))は、

半導体、バイオ、材料、食品、繊維など多

種多様な分野で、製造業における品質管

理、研究機関における研究開発など幅広

く活用されています。 
「S-3500N」は、低真空モードによる分

解能を当社従来製品の5.0nmから4.5nm
に向上し、主に食品や人体、動物などの

微細構造など研究・実験のための観察向

けに、より高倍率で鮮明な含水試料の観

察像を提供できます。 

 
●クライオスタット 
 Leica CM3050S （H13 210 室） 

CM3050 の高性能、信頼性をそのまま受けつぎ、さらに機械的な試料送り機構が、ステッ

ピングモーターによる試料送り機構に改良されました。 
  

 



61 
 

切片厚設定もチャンバー内での設定か

ら操作パネル上で設定できるようになり、

操作性がアップしました。 
特長：-50℃まで設定可能な試料冷却シ

ステム（オプション）を備えると、チャンバー

と試料を個別に冷却。常時低温に保たれ

た急速凍結ステーション（-45℃）。プログラ

ム運転できる自動霜取りシステム。凍結チ

ャンバーと試料ヘッドを独立して除霜でき

る手動霜取り機能。ナイフ・試料の損傷を

軽減するリトラクション機能。試料オリエンテーション（±8℃）を標準装置。 

 
●テストストリップ作成装置 
 BIODOT XY3000,CM400 （H13 209 室） 

 イムノクロマト法を原理とする試薬は、妊

娠検査やインフルエンザ検査に代表され

る臨床検査分野のほか、現在では食品検

査、環境検査、動物用検査などいろいろな

分野で幅広く利用されています。 
 イムノクロマト法試薬の開発や生産では、

メンブレン上の判定部に固定化する抗体

や抗原をライン状に分注することが不可欠

です。またブロッキング試薬のメンブレン

への塗布や、標識粒子のコンジュゲートパ

ッドへの塗布など、様々な分注・塗布が高

い精度で要求されます。 XY3000 は、これらの分注を簡単かつ正確に行うために設計され

たデスクトップ型プラットフォームです。 
 また、イムノクロマト法試薬の開発や生産では、各部材を台紙に貼り付けたラミネーション・

カードから試薬ストリップを短冊状に裁断する工程があります。この工程での裁断幅のばらつ

きや裁断による端面のダメージが性能に悪影響を与える場合があります。CM4000 は、これ

らの裁断を簡単かつ正確に行うために設計された専用カッティングモジュールです。 
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●自動現像装置 
 FUJIFILM CEPROS Q （H22 210 室） 

 本装置は、暗室自動X線フィルム現像装

置に属するものであり、撮影済みのスクリ

ーン型医用 X 線・画像診断用フィルム、ス

クリーン型歯科画像診断用 X 線フィルムを

自動現像する装置です。 
専用のフィルム／スクリーン／処理液の

システム採用により、常に安定した仕上が

り写真が簡単に得られます。臭わず、汚れ

ず、お手入れも簡単。補充液・廃液量を大

幅低量化し、ランニングコストをぐっと圧縮。

充実機能を満載し、コンパクトに納めた省

スペース、経済設計。 

 
●シーケンサー 
 ABI  ABI-3100 （Ｈ13 207 室） 

 ABI PRISM® 3100 Genetic Analyzer 
は 16 本キャピラリ電気泳動システム。多

色蛍光検出技術だけでなくマルチキャピ

ラリを組み合わせることにより、 310 
Genetic Analyzer で実証されている自動

化のみならず、処理能力の増加も可能に

しました。  
シーケンシング解析やフラグメント解析

が行なえ、キャピラリ長を使い分けること

によって、さまざまなアプリケーションに対

応します。シーケンシング解析では実績

のあるBigDye® terminator or Primer ケミストリを使用し、フラグメント解析ではマイクロサテ

ライト解析などのアプリケーションが可能です。 
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●ゲル撮影装置 
 ATTO プリントグラフ AE-6933FXCF-W （H22 207 室） 

 タンパク質や核酸はゲル電気泳動でそ

の分子量・性質・性状ごとに分離されます。

これらは染色することでバンドとして目で

見ることが可能となります。 
プリントグラフはこれらの電気泳動パタ

ーンをモノクロ CCD カメラで撮影し、ビデ

オプリンターでプリントアウトするために使

用します。従来のポラロイドカメラに比べ

て、ランニングコトを低く抑えることが可能

です。また、オプションでパソコンに直接入

力できるためデジタル画像として保存がで

き、解析用画像を簡単に得ることが可能となります。 

 
●ケミルミ 
 BIO-RAD  Versa-Doc 5000 （H13 207 室） 

VersaDoc 5000 MP はバイオ・ラッドの

化学発光検出装置の中で最も高感度に微

弱な光を検出できるタイプになります。バッ

クイルミネート型 CCD カメラを搭載してい

ることで、従来のフロントイルミネート型

CCD に比べて量子効率が高く、高感度検

出が可能です。また、1 辺が 24μm の巨

大な CCD チップを採用していることで、よ

り高感度かつ定量性高く検出することがで

きます。従来の冷却 CCD カメラでは難し

かった化学発光法を用いたサザン・ノーザ

ンブロットサンプルも検出することができます。定量性を表すダイナミックレンジは最高レベル

である 4.8Order です。 
本体内にサンプルを設置し、冷却 CCD カメラにより直接検出を行うため、暗室、現像機等

の設備は不要です。そのままデジタルデータとして使用できるため、ランニングコストがかかり

ません。 
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●サーマルサイクラー 
 ABI Veriti （H21 207 室） 

 Veriti サーマルサイクラーは、当社がこ

れまで培った歴代の PCR 機器のノウハ

ウを引き継ぐ信頼性の高い PCR システ

ムです。Veriti サーマルサイクラーは、

96-Well、384-Well、60-Well の 3 つのフ

ォーマットで 4 つのブロックタイプが用意さ

れ、ニーズに応じた選択が可能です。ま

た、96-Well タイプでは新しい技術である

VeriFlex ブロックを搭載することで、独立

した 6 つのブロックゾーンで各々異なる温

度を設定・運転することができます。これ

により、PCR 温度条件の最適化を効率的に行うことができます。 
 されに、斬新なユーザーインターフェイスにカラータッチスクリーンを採用することで、簡便な

セットアップと使いやすさを提供します。Veriti サーマルサイクラーは、従来の標準的な PCR
と Fast PCR の条件を設定できるため、目的に応じたフレキシビリティの高い利用と運転時間

の短縮を可能にします。 

 
●サーマルサイクラー 
 ABI  GeneAmp PCR System 9700  （2 台 H10、H13 207 室） 

過去数年間で、核酸研究は飛躍的な

変化を遂げていますが、そのなかで

PCR システムは欠かせないものとなって

います。より高いサンプル処理能力、そ

して再現性と信頼性はこれまで以上に重

要視されています。このようなニーズを

満たす最適な装置が GeneAmp PCR 
System 9700 です。 
 サンプルブロックはアプリケーション・サ

ンプル処理量に合わせて交換できるよう

になっています。プログラミングやリアル

タイム表示はグラフィカルインターフェースで行いますので、プロトコールを簡単に組むことが

できます。また各種オプションを用いれば、高速で温度を変化させたり、ネットワーキングやデ

ータ管理、ロボット化することも可能です。 
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●セルソーター 
BECKMANCOULTER  EPICS  ALTRA（H20 Ⅳ号館 210 室） 

 1953 年、世界で初めてフローサイトメ

ーターを世に送り出したベックマン・コー

ルターは、その後もたゆまぬ技術革新を

続け、ついに高性能と使いやすさを高い

次元で融合させたハイエンドセルソータ

ーEPICS ALTRA HyperSortを誕生させ

ました。ベックマン・コールターの約 50年

に及ぶフローサイトメトリーの技術とノウ

ハウの粋を結集した、セルソーターの最

高峰です。 
 小型空冷レーザーでの高感度、高純

度、高回収率のソーティングを実現。優

れた安定性を生むソートロック機能とデジタルフロー制御技術を搭載。マルチカラー測定に対

応した 6×6 高精度自動蛍光補正機能を搭載。0.2 ミクロンの粒子を検出可能な高感度前方

検出器を搭載。あらゆる研究に対応した多機能ソフトウェア EXPO32MultiCOMP を開発。独

自の解析プログラムを多数内蔵。光学系の調整が容易な、伝統の短光路同一平面レーザー

光学系。各検出器でのアイリス調整を不要にした独自の共焦点無限遠光学システムを採用。 

 
●セルソーター（磁気ビーズ） 

Miltenyi  autoMACS  Pro Separator （H22 Ⅳ号館 20５室） 
 autoMACS Pro Separator はミルテニ

ーバイオテク社の MACS 技術を利用し

た、コンピュター制御の自動磁気細胞分

離装置です。MACS は微小な磁気粒子

の MicroBeads を用いて細胞を磁気標

識し、強力な永久磁石の中においた分

離カラムに標識した細胞を通すことで細

胞を分離します。 
 autoMACS Pro はこの分離過程が全

自動化されており、12 種類の分離プロ

グラムとサンプル自動供給装置により、

最大 6 サンプルまでを連続分離することが可能です。 細胞への物理的ストレスも最小限に

抑えられており、ダメージを与えることなく高速・高純度で目的細胞を得ることができます。 
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●FACS （デジタルフローサイトメーター） 
BECKMANCOULTER  EPICS  XL （H9 Ⅳ号館 210 室） 

 世界初のデジタルフローサイトメーター

EPICS（エピックス）XL は、高精度と使い

やすさを兼ね備えた 4 カラーアナリシスを

追及し、世界ではじめて、DSP を搭載して

デジタル技術を駆使したセルアナライザー

です。誰にでも信頼性の高い高精度マル

チカラーデータが手に入る 4×4ADC を開

発。斬新なデジタル制御による自動化機

能を満載。創造力をかきたてる解析ソフト

ウェアが研究者のこだわりを満たします。 
 世界で初めて、シングルレーザー4 カラ

ーアナリシスを実現。世界で初めて、4×4 高精度自動蛍光補正機能 ADC、デジタル自動制

御機構を搭載。高い作業効率を生むポルテックス撹拌機構内蔵オートサンプラによる自動測

定可能。優れた操作性とともに、多彩な解析テクニックを駆使できる高度なソフトウェア。 

 
●MALDI-TOF 型質量分析装置 
 Bruker  autoflex Ⅱ TOF/TOF  （H18 Ⅳ号館 210 室） 

 本装置は、簡単な操作で高分子有機化

合物、ペプチド、タンパク質、核酸、糖、

脂質などの質量を正確に測定することが

できる質量分析装置である。 
 新しい autoflex Ⅱ TOF/TOF では、

MALDI-TOF ペプチドマスフィンガープリ

ンティング（PMF）によってタンパク質の

解析、同定が可能であり、また同一試料

について高感度かつハイスループットな

MALDI-TOF/TOF タンデム質量分析測

定から得られるMS/MSデータを用いて、

より詳細なタンパク質の特徴づけを迅速に行うことができます。 
 高感度な MS/MS データがわずか数秒で測定可能となりますからタンパク質の翻訳後修飾

の解析等にもその性能を遺憾なく発揮します。タンパク質の翻訳後修飾解析、合成高分子の

構造解析等に特に協力となる最新鋭 LIFT技術を用いたTOF/TOF機構を autoflexに搭載し

ました省スペース型高性能 MALDI-TOF/TOF MS です。 
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●プレートウォッシャー 
 BIoTec AMW-96SⅡ  （H13 207 室） 

96ウェル同時洗浄ヘッドに加え、スタッ

カーを標準装備した ELISA 用全自動タイ

プの洗浄装置です。操作が簡単で自動

供給、収納ホッパーにより 20 枚まで（随

時追加可能）連続処理が出来、プレート

がなくなると自動的に停止します。対話

式ディスプレイの採用により操作が簡単

に行えます。 
 コンタミネーションの心配がなく、再現性

に優れたダブルノズル式ヘッドを採用し

ました。4 種類の洗浄モードの選択がで

きます。（ノーマル、ディスペンスエンド、ディスペンス、アスピレート） 洗浄プログラムは、9 種

類までメモリー出来、様々な洗浄条件に細かく対応できます。 

 
●全自動血球計測器 Celltacα 
 日本光電 MEK-6450  （H22 205 室） 

 MEK-6450 は、動物種別により、20 項

目（犬、猫、牛、馬）または 12 項目（ラット、

マウス）の血液を測定できる全自動タイプ

の動物用血球計数器です。測定は、サン

プル管を採血管に挿入してスイッチを押

すだけで、すべて自動的に行われます。

サンプル管の先端に付着する血液も自

動的に洗浄され、操作者は直接血液に

触れることなく安心して使用できます。 
 測定動作は内蔵のマイクロコンピュータ

がすべてコントロールし、高精度なデータ

を保障しています。また、装置の自己診断、精度管理などの各種プログラムが搭載されてお

り、信頼できるデータ管理を行うことができます。測定結果は、装置の内蔵プリンタで簡単に

プリントアウトでき、場所をとりません。 
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●超遠心機 
 BECKMAN  Optima L-70K  （Ｈ9 207 室） 

 分離用超遠心機の Optima L はジェノミ

クス、プロテオミクスからセロミクスまです

べての研究を強力にサポートします。ど

なたでも簡単に最適な遠心条件を瞬時に

決定し遠心実験を行うことができます。物

理的な安全性に加え、サンプルを密封し

た状態での遠心ツール、運転音の静粛

性、使いやすさを追及したデザインで、ベ

ックマン社のすべてのパーティカルチュー

ブ及びスウィングバケット・ロータと共にご

使用いただけます。 

 
●オールインワン蛍光顕微鏡 
 KEYENCE BZ-9000 （Ｈ25 213 室） 

 F-OPT構造。結像光学系と透過照明の

光路をミラーで折り返し、さらに落射照明

と結像光学系を水平方向に最適な角度

に配置することで、高品質な無限遠光学

系のまま省スペースを実現しました。位

相差スリットの電動切り換え機構搭載。

位相差観察時、対物レンズに応じて位相

差スリットを連動して自動的に切り換えし

ます。（20 倍⇔40 倍）。 
電動減光フィルタ搭載、励起光の減光

率を外部リモートで変更可能。多重染色

標本の発現強度や退色条件に合わせて、各色ごとに 5 段階の減光率から選択。標本へのダ

メージを低減させる安心設計です。観察を中断する際、自動で励起光のシャッターを閉じます。

不用意な蛍光標本の退色を防ぎます。 
外部と遮断された“ブラックスペース”での視野探しやフォーカシング操作を XY・Z 軸の電

動ステージがサポートします。フィルタキューブ（励起フィルタ・吸収フィルタ・ダイクロイックミラ

ー）が4連装。本体や制御PCから電動で切り換えます。電動開口絞り、明視野観察時、外部

リモートで変更可能です。 
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機 器 名 メ ー カ ー 型  番 購入年度 設置場所 
コンフォーカル顕微鏡（旧型） Leica TCS-SP H16 213 
共焦点レーザー顕微鏡（新型） Leica TCS SP5Ⅱ H21 213 
オールインワン蛍光顕微鏡 KEYENCE BZ-9000 H25 213 
レーザーマイクロダイセクション Leica CTRMIC H15 213 
細胞内カルシウム顕微鏡 HAMAMATSU,NIKON C7773 H15 213 
BEACON PanVera Corporation Beacon2000 H9 213 
透過型電子顕微鏡 HITACHI H-7500 H11 212 
走査型電子顕微鏡 HITACHI S-3500N H13 210 
クライオスタット Leica CM3050S H13 210 
ミクロトーム Leica ULTRACUT UCT H11 210 
自動現像装置 FUJIFILM CEPROS Q H22 210 
正立型蛍光顕微鏡 NIKON ECLIPSE E600 H9 210 
テストストリップ作成装置 BIODOT XY3000,CM4000 H13 209 
製氷機 SANYO SIM-F140L H19 208 
真空乾燥機 EYELLA CVE-100D H9 208 
簡易型超純水装置 Millipore J-pak  208 
pH メーター HORIBA F22 H13 208 
電子天秤 AND EK-300i H10 208 
低温乾燥機 ADVANTEC FS-605 H14 208 
乾熱滅菌器 SANYO MOV-112S H14 208 
オートクレーブ（２台） TOMY BS325 H9 208 
超遠心機 BECKMANCOULTER Optima L70K H9 207 
小型超遠心機 HITACHI CS150-GX H13 207 
シーケンサー ABI ABI 3100 H13 207 
シーケンサー ABI ABI 3730 H16 207 
ゲル撮影装置 ATTO AE-6933FXCF H22 207 
ハイブリオーブン BM HA-2RS H13 207 
サーマルサイクラー ABI Veriti H21 207 
サーマルサイクラー ABI ABI 9700 H10 207 
サーマルサイクラー ABI ABI 9700 H13 207 
紫外可視分光光度計 Amersham Ultrospec2100Pro H16 207 
ケミルミ BIO-RAD Versa-Doc H13 207 
プレートウォッシャー BioTec AMW-96S2 H13 207 
プレートリーダー Corona MTP-120  207 
プレートリーダー Corona MTP-500 H13 207 
全自動血球計測器 日本光電 Celltac α  H22 205 
ビアコア X ビアコア ビアコアＸ H17 218 
蛍光プレートリーダー Thermo SCIENTIFIC Fluoroskan Ascent H15 218 
ルミノメーター ワラックベルトールド ルーマット LB9507  218 
パルスフィールド電気泳動装置 BIO RAD CHEF-DRⅢ H9 218 
細胞内カルシウム測定装置 日本分光 CAF110 H15 218 
分光蛍光光度計 SHIMADZU RF-5300PC H18 218 
セルソーター BECKMANCOULTER EPICS ALTRA H20 Ⅳ210 
セルソーター（磁気ビーズ） Milteny autoMACS Pro H22 Ⅳ205 
FACS BECKMANCOULTER EPICS XL H9 Ⅳ210 
落射蛍光装置付倒立顕微鏡 Nikon Diaphot200 H7 Ⅳ210 
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